
 

【「小学校理科校内研修支援事業」講義の様子】 

【資料１：講義資料（ＰＰ資料）～地層 

の写真〔湧別町志撫子〕】 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 実践テーマの趣旨 

   国際数学・理科教育動向調査（ＴＩＭＳＳ）等の結果から、理科の有用性や重要性を認識し、日常 

生活や社会の事象の中に疑問を見付け、それらを科学的に解決したり、科学的に説明したりする能力 

を育成する必要があることが課題として明らかとなった。 

  本校の児童の様子を見ても、理科学習の興味・関心が低く、観察・実験の手順が身に付いていない 

状況が見られるとともに、理科の学力においては自然の事物・事象を科学的に考察する力が不足して 

いるなど、理科教育が抱えている全国的な課題と共通している。 

 よって、今年度は小学校理科校内研修支援事業を活用し、単元をとおして理科学習の興味・関心を 

高めるための方法や観察・実験の結果を踏まえた考察のさせ方など、全教師が理科における専門的な 

知識の習得を図るとともに、授業力向上を目指すことを目的とした。 

 

Ⅱ 実践内容 

１ 小学校理科校内研修支援事業を活用した校内研修 

（小学校第６学年「大地のつくりと変化」の事例より） 

２ 小学校第６学年「大地のつくりと変化」の授業実践 

（学習意欲を高め、自然事象に対する理解を深めるための授業の工夫） 

 

Ⅲ 実践の概要 

１ 小学校理科校内研修支援事業を活用した校内研修 

(1) 小学校理科校内研修支援事業とは 

理科教育に関する小学校の校内研修の充実が図ら 

れるよう、理科教育に精通した高等学校理科教員を 

小学校へ派遣し、理科の観察・実験等の実技研修や 

公開授業及び理科の専門的知識についての理論研修 

の講習等、校内研修の支援を行うことを目的として 

いる。 

(2) 講義の概要 

期 日：平成 30年 10月 17日 

場 所：湧別町立湧別小学校 理科室 

講 師：北海道湧別高等学校理科教諭 

単元名：第６学年「大地のつくりと変化」 

    (3) 講義の内容及び様子 

次のとおり、本単元の観察・実験のポイントにつ 

いて研修を深めた。 

・地層観察は地理的条件等により、実際に現地に訪 

れ、観察することが困難であるため、多くの写真 

（資料１）を提示して学習を進める必要があるこ 

とを学んだ。 

・地層の学習では、実際に自分が住んでいる地域に 

 広がる地層の写真を見せたり、グーグルアースな 

どを使い、どこにどのような地層が存在しているのかを児童に紹介したりすることで、地層に 

関する興味関心を高めることができることを学んだ。 

・北海道立教育研究所附属理科教育センターの教材（資料２）を使い、地層のでき方を視覚的に 

確認できる実験を行った。この実験をとおして、地層のつくりを層の構成物の粒の大きさや形 

別紙２ 

小学校理科校内研修支援事業を活用した理科授業の改善 

湧別町立上湧別小学校 学級数９ (校長 寺嶋 誠也) 



 

【資料２：講義資料（ＰＰ資料）～理科教育セ 

ンター教材〔ち・そうなんです〕】 

【資料３：講義資料（Ｐ 

Ｐ資料）～理科教育セ 

ンター教材〔簡易地層 

モデル〕】 

【授業の様子】 

を関係付けて調べ、地層の重なり方を捉える 

ことを学んだ。 

・ペットボトルに市販の土やグラウンドの土と 

水を入れ、よくかき混ぜてしばらく放置する  

ことで、簡易地層モデル（資料３）ができ、 

児童一人一人が教室でも簡単に地層の様子を 

観察できることを学んだ。 

・実際に児童に観察を行わせた際はスケッチを 

させ、気付いたこと等を記録させることが大 

切であることを学んだ。  

    ・地震が少ないオホーツク地域に住んでいる児童は、他管内の児 

童に比べ、地震を身近なものとして捉えていないことが予想さ 

れるため、地震の学習において、2011年に発生した東日本大 

震災や昨年に発生した北海道胆振東部地震など、日本で実際に 

起きた地震とその被害等を写真や映像等で見せ、身近に感じさ 

せることが必要であることを学んだ。 

   ・理科では、できる限り多くの教材を準備するとともに、ＩＣＴ 

        を効果的に活用することの大切さを学んだ。 

２ 小学校第６学年「大地のつくりと変化」の授業実践 

(1) 指導の工夫  

 ・小学校理科校内研修支援事業講座の内容を踏まえ、理科教 

育センター教材「ち・そうなんです」、「簡易地層モデル」 

を効果的に活用して地層のでき方を理解するために、次の 

点を工夫した。 

  ①流れる水のはたらきによる堆積物の重なり方の規則性を導 

   き出すために、実験に用いる地層の構成物である砂の大き 

さや重さを、様々な条件で調べさせる。 

     ②流水の量や速さの変化から、地層生成の様子が変わること 

      を見いださせ、地層生成には流水の働きが関係しているこ 

      とを導き出させる。 

    (2) 授業における児童の様子 

    ・観察、実験をとおして、地層は層によって粒の大きさや重さに違いが見られることに気付いた。 

    ・流水による砂の粒の様子を可視化できたことで、地層のでき方の理解を深めた。 

    ・いろいろと条件を変えながら流水により地層ができる様子を観察することで、層が砂の層や泥 

の層などに分かれ、海や湖の底に繰り返し積み重なってできることを、体験的に理解した。 

    ・本単元の学習において、第５学年で既習の川の学習等と関連付けて考察した。 

    ・「地震や台風、小雨の時などを再現した地層のでき方の実験を行い、とても楽しかった」、「砂 

を水で流すときに、いろいろな条件を変えることで、地層のでき方が分かりやすかった」、な 

どの感想が聞かれたことから、理科に興味をもち、実感を伴って理解を図ることができた。 

 

Ⅳ 実践の成果と課題 

１ 実践の成果 

○ 教師は、授業における理科教材の効果的な活用方法について理解を深めることができた。 

 ○ 本単元終了後の単元テストにおいて、知識・理解・技能の平均点が 84点（全国平均 81点）、関 

心・意欲・活用が 48点（全国平均 43点）であり、全国平均を上回った。また、児童アンケートに 

おいて、全児童が「理科が好き」と回答した。 

 ２ 今後の課題 

 ● 授業の方法や技術の改善のみを行うのではなく、児童に目指す資質・能力を身に付けさせるため 

に、「主体的・対話的で深い学び」の視点で授業改善を行う必要がある。 

● 単元において身に付けるべき力を明確にした単元計画を作成する必要がある。 



 

 

 

 

 

 


